
＜８＞広 　 報 　 い 　 な 　 が 　 わ 平成１５年( 2 0 0 3年)６月１日

さわやかな初夏の風が

屋外へといざなう季節。

私達は山菜採りで賑わう

大野山で遊んだ後、その

ふもとの柏原を散策する

ことにしました。ここは

古くから開けたところで、

多くの文化遺産や民話が

今に残っています。のど

かな田園風景を楽しみな

がら、先人たちの跡をた

どってみました。

傾傾
斜斜
地地
にに
開開
けけ
たた
柏柏
原原

新
緑
の
美
し
い
５
月
の
始
め
に
、

柏
原
を
訪
ね
ま
し
た
。
耳
を
澄
ま

せ
ば
鳥
の
声
。
清
々
し
い
緑
の
中

に
遅
咲
き
の
サ
ク
ラ
の
薄
紅
色
が

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
空

気
の
に
お
い
も
少
し
違
う
よ
う
で
、

大
き
く
息
を
吸
い
込
む
と
、
体
の

中
ま
で
き
れ
い
に
な
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

大
野
山
山
頂
で
は
、
天
の
川
が

よ
く
見
え
る
そ
う
で
す
。
名
前
は

知
っ
て
い
て
も
実
際
に
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
夏
は
大

野
山
へ
天
の
川
を
見
に
行
っ
て
み

よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

昔はこのあたり一帯が田畑で、村の女房た

ちは子守りをしながらよく働いた。ある時、

赤ちゃんを岩の上に遊ばせながら、農作業に

一心な女房がふと見ると、岩上の赤ちゃんが

狼に襲われていた。びっくりした母親が岩の

もとへ飛んで来た時は、「おむつ」の一部を

残すのみで赤ちゃんも狼も姿を消していた。

母親の悲しみは、は

なはだしく、今も血

の跡と思われる赤く

染みた所やおむつの

跡のような所もあり、

また狼の足跡とみら

れる所もある。
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柏柏原原～～初初夏夏のの旅旅～～
�
大
野
山
を
舞
う
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

柏
原
地
区
は
、
町
最
北
端
に
あ

る
大
野
山
の
南
東
斜
面
に
位
置
し

ま
す
。
こ
こ
を
訪
ね
て
思
わ
ず
目

を
見
張
る
の
が
、
山
の
斜
面
を
流

れ
る
よ
う
に
広
が
る
棚
田
で
す
。

田
植
え
の
頃
は
、
段
々
と
続
く
田

に
水
が
入
り
、
そ
こ
に
苗
の
緑
が

映
り
ま
す
。
か
つ
て
、
柏
原
の

人
々
は
「
ヨ
コ
ア
ナ
」
に
よ
っ
て

こ
こ
に
水
を
引
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
地
下
に
設
け
た
水
平
方
向
の

集
水
、
貯
水
ト
ン
ネ
ル
で
、
上
流

の
田
の
漏
水
を
下
流
で
再
活
用
す

る
と
い
う
、
先
人
の
知
恵
が
生
み

出
し
た
灌
漑
方
法
で
す
。
し
か
し
、

近
年
の
土
地
改
良
事
業
で
、
そ
の

多
く
が
消
え
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
急
な
傾
斜
地
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
民
家
が
点
在
す
る
の

も
柏
原
独
特
の
光
景
で
す
。
最
高

所
の
家
と
地
区
の
最
下
部
と
の
高

度
差
は
１
５
０
ｍ
に
も
な
り
ま

す
。こ

の
厳
し
い
自
然
条
件
の
中

で
、
昔
か
ら
、
柏
原
の
人
々
は
さ

ま
ざ
ま
な
楽
し
み
を
見
つ
け
、
生

活
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
八

阪
神
社
の
境
内
に
は
、
江
戸
末
期

造
営
と
推
定
さ
れ
る
回
り
舞
台
が

現
存
し
て
い
ま
す
。
つ
い
最
近
ま

で
続
い
た
柏
原
の
「
練
り
込
み
」

と
い
う
伝
統
行
事
は
、
こ
の
舞
台

で
、
村
人
が
農
村
歌
舞
伎
を
演
じ

た
の
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
に
「
芸
ど
こ
ろ
」
だ
っ
た
柏

原
は
、
相
撲
興
行
も
盛
ん
で
、
旧
街

道
に
は
力
士
の
名
を
刻
ん
だ
石
碑
を

今
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

柏
原
に
は
、
こ
の
他
に
も
興
味

深
い
文
化
遺
産
が
あ
り
、
そ
の
中

に
は
、
時
間
と
と
も
に
忘
れ
去
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
訪
ね
、
風
雪
に

耐
え
た
そ
の
姿
に
見
入
る
時
、
私

達
は
先
人
の
歩
ん
で
き
た
遠
い
道

の
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

棚
田
の
田
植
え
が
終
わ
る
と
も
う

夏
。
柏
原
の
夏
は
涼
し
い
そ
う
で

す
。
広
報
片
手
に
、
柏
原
を
歩
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

貴
重
な
伝
統
文
化

柏
原
を
歩
い
て
み
よ
う

�
太
鼓
岩
の
あ
ま
り
の
大
き
さ
に

び
っ
く
り
！

今日は家族でバー

ベキューをしに大野

山へ来ました。近く

て穴場ですよ！

▲田中さんファミリー
（川西市）

馬蹄七ツ石
寛和２年（9 8 6年）、源満

仲が、この石より南を多田

庄（ただのしょう）と名付

けたという伝承の石。

ヒダリマキガヤ群生地
ヒダリマキガヤは非常

に珍しい植物で、町指定

の文化財です。カヤの種

子は、通常だ円形で表面

に直線の筋があるのが普

通ですが、ヒダリマキガ

ヤはその縦筋が左巻きに

なっていることから、こ

の名前が付けられまし

た。柏原に群生している

ヒダリマキガヤは、樹齢

およそ3 0 0年。昔は種子

を食用油として活用して

いたそうです。

赤子石
大野山の山腹にあるこの石には、悲しい

民話が残されています。現在は雑木林に覆

われ、その姿を見る事は難しいようです。

滝
緑の木立ちに囲まれた、

高さ 1 5ｍの滝。川沿いの

旧道は、かつて丹波と摂

津を結ぶ重要な道で、峠

を越えてきた人々がここ

でのどを潤したそうです。

馬頭観音
摂丹の峠道入り口付

近にある石塔。道標も

兼ねていて、「左たんば、

右やま」と刻まれてい

ます。

ウナギの森
かつて、柏原の人々は

ここにあった滝つぼで鰻

を捕り、それを山の神に

供え、雨乞いをしました。

大野山
猪名川の源流が流れる、標

高7 5 3ｍの、町で一番高い山

です。山頂からの眺めはまさ

に絶景。ここを訪れる人々は、

ハイキング、キャンプ、山菜

採りなど、思い思いに自然を

満喫しています。昨年４月に

オープンした天文台も、人気

のスポットです。また最近で

は、大野山の地形をいかして、

マウンテンバイクやパラグラ

イダー、ロッククライミング

などのスポーツを楽しむ人も

増えてきました。６月にはツ

ツジ、７月上旬には１万５千

株のアジサイが大野山に彩り

を添えます。

太鼓岩
昨年1 0月、大野山中腹にある太鼓岩、夫婦岩、だんご岩

など５つの岩めぐりができる遊歩道が完成しました。この

遊歩道は、森林ボランティアグループがおよそ１年かけて

整備したもので、小学生でも楽に歩けるコースです。岩の

中でも「太鼓岩」は二段重ねの巨岩で、どちらも高さ1 0ｍ

を越えています。太鼓岩の上に立つと、眼下に篠山市後川

（しつかわ）の町並みが一望でき、胸のすく眺めです。大野

山の新名所として、ぜひ訪れていただきたいところです。


